
神 興 幼 稚 園 の 1日

　
神
興
幼
稚
園
は
市
内
に
あ
る
公

立
幼
稚
園
で
す
。

　
神
興
幼
稚
園
は
「
子
ど
も
は
遊

び
で
育
つ
」
を
基
本
的
な
考
え
と

し
て
、
経
験
豊
か
な
先
生
が
一
人

一
人
を
大
切
に
し
た
保
育
に
努

め
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
体
験

を
中
心
に
、
心
豊
か
に
生
き
て
い

く
力
を
育
む
保
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
未
就
園
児
向
け
の

園
庭
開
放
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対
象
と
募
集
人
数
　
次
の
①
か

②
に
該
当
す
る
子
ど
も
　
①
市

内
在
住
の
4
歳
児
60
人
　
※
平

成
30
年
4
月
2
日
〜
平
成
31
年

4
月
1
日
生
ま
れ
　
②
市
内
在

住
の
5
歳
児
　
30
人

願
書
受
付
期
間
　
11
月
7
日

（
月
）
〜
11
月
11
日
（
金
）
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
　
※
入

園
願
書
は
神
興
幼
稚
園
に
受
付

期
間
前
か
ら
置
い
て
い
ま
す

受
付
方
法
　
神
興
幼
稚
園
で
直

接
受
け
付
け
　
※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
で
す

費
用
　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
よ
っ
て
入
園
料
と
保
育

料
は
無
料
　
※
用
品
代
・
教
材

費
な
ど
は
別
途
必
要
。
通
園
バ

ス
は
あ
り
ま
せ
ん

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
神
興
幼

稚
園
☎
４
２
・
２
１
０
７

幼稚園で遊んでばかりいます
が大丈夫ですか？
　大丈夫です。むしろ、幼児期
の成長発達には、十分に遊び込
むことが必要です。ただ遊んでい
るように見えますが、子供たちは
その中でたくさんのことを学んで
います。
　幼児教育では「遊び＝幼児の主
体的な活動」と定義しています。
誰かに一方的にさせられて活動す
るのではなく、自分から行うこと
で、この時期の成長発達に必要
なことが培われていきます。
　もちろん、好きに遊ぶだけでは
経験できないこともたくさんあり
ますから、先生たちが計画的に
環境を構成したり、援助したり、
設定保育で新たなきっかけ作りを
したりします。
文字や計算は教えないのですか？
　教えないわけではありませんが、
小学校の教科学習形式では教え
ません。
　幼稚園は、遊びを通して教育を
行うため、例えば縄跳びで跳ん
だ回数を競ったりする中で、子ど
もたちが興味・関心を持ったとき
に少しずつ教えていきます。
「チャレンジタイム」って何ですか？
　「チャレンジタイム」は、主に年
長児の活動です。
　竹馬、鉄棒、登り棒などの運動
遊びや、こま回し、楽器演奏など、
自分なりの目標を決めて、取り組
む時間です。

＊月・火・木・金曜日の午後2時～午後3時は園庭開放

時　間 幼児の活動

令
和
５
年
度
神
興
幼
稚
園

新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す 問

い
合
わ
せ　
市
人
権
政
策
課
☎
4
3
・
8
1
2
9

午前8時30分～

午前9時

午前9時30分

午前10時30分

正午

午後1時

午後1時30分

午後2時
午後2時15分

○登園
・園生活の支度をする
■ 朝の集まり
・朝の歌、出欠確認、健康観察、１日の確認
・当番活動（飼育・栽培・掃除等）
■ わくわくタイム Ⅰ
・好きな遊びを楽しむ
・みんなで片付け
■ きらきらタイム
・先生や友達と一緒に活動する
（制作、絵画、集団遊びなど）
■ 昼 食
・弁当（月・水・木曜日）
・パン食（火・金曜日）
■ わくわくタイム Ⅱ
・好きな遊びを楽しむ。
・みんなで片付け
■ チャレンジタイム（年長児）

■ 帰りの集まり
・降園の準備、絵本タイム
・１日の振り返りや明日の確認をする

○降園（年少児）
○降園（年長児）

　
人
権
週
間
で
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
広
報
車
に
よ
る
宣
伝
活
動

を
通
し
て
街
頭
啓
発
と
人
権
講
演

会
の
開
催
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
、
市
内
の
中
学
生
が

作
成
し
た
人
権
標
語
を
印
刷
し
た

除
菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

布
す
る
こ
と
で
、
命
の
尊
厳
や
人

権
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。

日
程
　
12
月
5
日
（
月
）

場
所
と
時
間
　
①
J
R
福
間
駅
・

東
福
間
駅
　
午
前
7
時
30
分
②
ル

ミ
エ
ー
ル
福
津
　
午
後
1
時
30
分

③
ゆ
め
マ
ー
ト
津
屋
崎
　
午
後
3

時
30
分
　
※
時
間
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

　
市
内
外
の
小
・
中
学
校
、
高
等

学
校
の
児
童
や
生
徒
が
作
成
し

た
、
人
権
ポ
ス
タ
ー
や
人
権
標
語

「
男
女
が
と
も
に
歩
む
」
一
行
詩

の
表
彰
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

場
所
　
市
中
央
公
民
館
　
※
月

曜
日
は
休
館

期
間
　
12
月
4
日
（
日
）
〜
12

月
20
日
（
火
）　

　
今
年
度
も
人
権
の
花
「
ひ
ま
わ

り
」
を
勝
浦
小
学
校
や
日
蒔
野
あ

お
ぞ
ら
保
育
園
、
あ
い
保
育
園
宮

司
の
児
童
や
園
児
が
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
育

て
ま
し
た
。
8
月
に
は
種
子
の
収

穫
も
で
き
ま
し
た
。

　
勝
浦
小
学
校
で
は
、
6
月
に
人

権
擁
護
委
員
と
一
緒
に
人
権
学
習

を
実
施
し
「
人
権
」
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
一
連
の
活
動
は
、
12

月
の
「
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
」

で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

□　
市
内
外
の
小
・
中
学
校
、
高
等

学
校
の
児
童
や
生
徒
が
作
成
し

た
、人
権
作
文
や
標
語
、ポ
ス
タ
ー

を
掲
載
し
た
人
権
作
文
集
「
き
ず

な
」
を
、
現
在
作
成
中
で
す
。
完

成
後
は
、
各
郷
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
や
公
共
施
設
、
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
な
ど
に
置
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ッ
プ
！
コ
ロ
ナ
差
別
！

　感
染
防
止
の
た
め
に
マ
ス

ク
着
用
を
推
奨
し
ま
す
が
、

マ
ス
ク
を
着
け
ら
れ
な
い
人

が
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
こ

と
も
大
切
で
す

▲昨年度の人権ポスター展の様子

▲勝浦小学校で行われた人権学習

　基本的人権尊重を定めた「世界人権宣言」が国連で採択されて、今年で７４年を迎えます。国
連では採択された12月10日を「世界人権デー」と定めて人権思想の啓発のための行事を実施
するように呼び掛けました。
　日本では昭和24年から、毎年12月4日～12月10日の1週間を「人権週間」と定め、全国的に
啓発活動を展開し、広く国民に人権意識の高揚を呼び掛けています。
市では、人権週間に合わせて、人権講演会をはじめとするさまざまな啓発活動を行います。

街
頭
啓
発
活
動

人
権
の
花
運
動

子
ど
も
た
ち
の
作
品
展

人
権
作
文
集
の
作
成

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
ま
ち

市
学
校
教
育
課

〜
一
人
一
人
の
人
権
と
　多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
合
い
　地
域
で
共
生
で
き
る
ま
ち
「
ふ
く
つ
」
〜
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